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al(i)-x(i)+JTf£ZまZ /.tdsJこlduI_: dwex｡(-W2+Jm 'W)
×ea(i-3)a(S)exp(2zx(S)u,/02)(1-a)1十2｡/02
×(1+a/02-(2Z/02)eα(i-S)x(S)a(1-a)｡xp(ノ262(i-3.)u,))
×expト (2Z/02)eα(i-3)x(S)a(1-a)exp(ノ2ム2(t二7)))lz=1
ここで,α(≠)は決定論的方程式
a
嘉 x=ax- a
の解である.また,初期条件p(x,o)-♂(x-x(o))が成立っ場合を考えている｡具体的な時
間変化を求めるために,∬(i)-x(0)-αとして,数値計算をおこなう｡この結果,02が小
さい間は,al(i)-3(i)の変化は,exp(-(α102/2)tHこ比例していることがわかった｡しか
し,02が大きくなると,振動しながら定常状態に近づいて行くようになり,また,緩和時間は
02が大きくなればなるほど長くなり,02/2α-1で臨界緩和は,起きないことがわかった喜)
定常分布は,02/2α-1で,その形をドラスティックに変えるが,その点で<X>(i)の時間
変化には,何らの異常も起きないことがわかった｡このことは,<X>st,つまり1次モーメン
トの定常値が,雑音の大きさによらず,常に一定であることに対応しているものと考えられる｡
従って,平均値の時間変化が臨界緩和を起さない方が,むしろ当然であるかもしれない｡鈴木2)
はこの間題で,<Vx>(≠)の時間変化を考えているが,この量の方が,今の問題にっいては適
切であるかもしれない｡しかし,ここで得た結果は,雑音の大きさが任意の場合に成立ってお
り,02/2a-1付近での時間変化の様子を求めた最初のものであり,重要な結果であると考え
ている｡
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